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研究成果概要 
 2024年2月19日(月)、20日(火)、研究会「高エネルギーガンマ線でみる極限宇宙 2023」（"The extreme 

Universe viewed in very-high-energy gamma rays 2023"）を開催した。2018年10月、Cherenkov Telescope 

Array (CTA) 計画の北サイトのカナリー諸島ラパルマに大口径望遠鏡初号基が完成し、約1年間の試運転期間の

後、2019年11月にかに星雲、翌年1-2月には、かにパルサーからのガンマ線の信号検出にも成功した。現在も順調

に、活動銀河核、銀河中心領域、再帰新星などからのTeVγ線の検出に成功し、運用を進めている。現在、大口径

望遠鏡2-4号基が建設中で2025年度には完成予定であり、4台でのステレオ観測の開始を目指している。また、今年

度から基盤研究（S）(2023年度-2027年度)「CTA大口径ガンマ線望遠鏡で解き明かす高エネルギー激動宇宙と暗黒

物質」が始動し、これからのCTA 時代を見据えて、多波長電磁波・高エネルギーニュートリノ・重力波観測との連

携を深め、CTAのマルチメッセンジャー天文学での戦略を議論するための研究会としても開催した。 

 今年度も、昨年度に引き続き対面を主としたハイブリッド形式で研究会を開催した。CTA-Japanによって2009 年

度(2010年1月）から主催されてきた研究会は、今年度で15回目となった。講演スライドの大部分は次のURL 

https://indico.icrr.u-tokyo.ac.jp/e/workshopCTAJ2023 にて公開している。 

 講演数は18件中、招待講演8件（うち3件はオンライン講演）・一般講演10件（うち5件が大学院生による講演）

で、講演は英語で⾏われた。登録者数は90名（講演者も含む）で 、54名が現地参加であった。以下の7つのセッシ

ョンで、パルサーやブラックホールの磁気圏、星形成領域やスターバースト銀河、TeVからPeV領域のガンマ線天文

学、マルチメッセンジャー天文学の進展（X線・ニュートリノ・重力波）、ガンマ線バースト、活動銀河核、原始

ブラックホールからのガンマ線など幅広い分野のトピックで、様々な分野の研究者の間で活発な議論が行われた。 

 Session 1: Large-Sized Telescopes of the Cherenkov Telescope Array(CTA) 1件 

 Session 2: Magnetic Fields and Very-High-Energy Gamma-Ray Emissions 4件 

 Session 3: High-Energy Astrophysical Observatory Network (1) 1件 

 Session 4: PeVatrons and the Origin of Cosmic Rays 3件 

 Session 5: High-Energy Astrophysical Observatory Network (2) 2件 

 Session 6: Cosmic Rays and Star Formation 4件 

 Session 7: Active Galactic Nuclei (AGNs) and Transient Sources 3件 
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